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はじめに1

　急激な市街化に伴って生じる宅地開発や道路等舗装
による不浸透域の拡大に伴い、雨水の河川への流出量
の先鋭化と増大をきたしている。この抑制として令和5年
には新たに国土強靱化実施中期計画の策定等が盛り込
まれた改正法が施行された。同計画の下水道分野では、
国土強靭化基本法に基づき「流域治水対策（下水道）」
の一環として一時貯留管や調整池の整備等を含め、国、
地方自治体、民間等が一体となった総合的な流域施策
を実施・推進することとしている（図−1）。

　この方針をうけ、各自治体の雨水整備は、5年に1回
程度の降雨（多くは時間降雨量約50mm）から、既往
最大降雨、さらには想定最大規模降雨を計画降雨とし
た施設計画が進められている。
　本特集は「浸水対策」であるが、今回デュアルシー
ルド工法による船橋市での浸水対策の増強策を目指し
た、施工事例に基づいて以下に紹介する。
　船橋市では、平成23年度に策定した雨水整備計画
で「選択と集中」の観点に基づき、浸水被害報告や
計画降雨に対する家屋浸水リスク等から、優先的に整
備を行う第1期事業（6地区）を選定し、平成24年度
より事業を実施している。
　また、非開削工法の分野でも暫定貯留に対応するた
め内圧対応推進管（JAWAS A-2）や内水圧が作用
するトンネル覆工構造設計の手引き（先端建設技術セン
ター編）で使用する管材の選定が可能となっている。

デュアルシールド工法の概要2

　デュアルシールド工法（シールド切替型推進工法）は
「推進工法」の利点である簡便性・経済性と「シール
ド工法」の施工の確実性・信頼性の両工法の利点を
最大限に活用した工法である。
　具体的な施工方法は、事前に掘削機内部にセグメン
トとアダプタリングを設置し、その後方に推進管を設置す
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図−1　治水対策（出典：国土交通省Webサイト）
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る。この状態で推進工法と同様に
元押ジャッキによって掘進機を所
定の切替位置まで掘進させる。そ
の後、シールド工法と同様に掘進
機内部に設置されたシールドジャッ
キを用いて掘進させ、セグメントを
組立て掘進を続行させる工法であ
る（図−2）。

内圧対応推進管の
規格3

　（公社）日本下水道協会では、平
成30年7月1日にJSWAS A-2の
見直しを行い、内圧が作用する場
合に適応できる内圧管を追加した。
　これにより外 水 圧に対して
0.4MPa（40m相当）、内水圧に
対しては、0.6MPa（60m相当）までの条件に対応可能
となった（表−1）。

船橋市浸水対策4

4.1　二重川2号幹線管きょ築造工事
　当該案件は、超過雨量を新設管きょ内に一時貯留さ
せ晴天時にポンプ排水させる計画である（図−3）。
（1）工事内容

　仕上り内径：2,200mm
　施工延長：L＝956.6m

　推進施工：L＝323.0m
　シールド施工：L＝633.6m
　使用管材：下水道推進工法用鉄筋コンクリート管
　　　　　　2種50N　4P対応
　　　　　　外径φ2,580mm
　　　　　　RCセグメント（二次覆工省略型）
　　　　　　外径φ2,550mm桁高175mm
　　　　　　鋼製セグメント
　　　　　　外径φ2,550mm　桁高100mm
　　　　　　掘進方法　泥濃式

図−2　デュアルシールド工法の施工手順

表−1　JSWAS A-2の仕様（（公社）日本下水道協会資料より引用）

図−3　計画図（出典：船橋市Webサイト）


